
周防大島町地域公共交通活性化
協議会設立の経緯



周防大島町の公共交通を取り巻く環境

・人口減少、高齢化の進展
・自動車に依存する生活環境
・バス・タクシー運転手のなり手不足
・公共交通空白地域への対応
・運転免許証自主返納者の増加など

周防大島町の公共交通を取り巻く環境の変化を踏
まえ、将来を見据えた公共交通のあり方を協議す
る会議体が必要となる。

現状と課題

課題の解決に向けた
協議が必要
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今後の対応

１『周防大島町地域公共交通活性化協議会』を

設置し、『公共交通利用者』、『公共交通事業者』、

『行政機関』、『町』が一体となって、課題解消

に向けた協議を行う。

２持続可能な公共交通のあり方を示す「計画」の

策定を目指す。
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2


